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精密調整用多段制御器

豊田隆太郎菓 楊 元 之うシ菓

Multi-Step Controllers for Fine Adjustment

By Ryutar6Toyoda and MotoyukiYanagi

HitachiWorks,Hitachi,Ltd.

Abstract

Hitachi,Ltd.has recentlycompletedthe parallelvernier type m111ti-Step mOtOr

operated controllersand therheo呂tatSforfine adj11StmentOf noveldes言gn to be

used for automaticcomb11Stion controlequipment ofbDilers.

Theoperatingprincipleoftheeq11ipmentistoinsertonesetofvernierrheostat

inpara11elwitha main rheostat and adj11St the vemier rheostatto change the

combined res貢stance.

The feat11reS are aS follows:

1.Smal1sized,and m111ti-StepS

2.1ess wiriIユgS

3.Smal1number of contactors

4.Smooth resistance changing

5.Less damage of contactors

6.Accurate advancing of the notches

Besidesthese,inspectionand maintenanceoftheeq11ipme‡】tCanbemade withease･

[Ⅰ]緒 言

火力禰磯例えば誘導通風機叉ほ押込通風機等で､自動

燃焼制御に使用される場合の制御器は速度調整段数40～

50段位を要求されることは珍らしくない｡このような

多段の制御器は構造上極めて大型となり､高さ2mに及

ぶのみならず､抵抗器問の配線に要する費屈も見逃せな

い｡上記の欠点を除去せんとして粗調整と密調整とを行

う所 バーニヤ式制御器が考えられて来たが､従来一一段

に考えられてきたものは､粗調整ノッチと密調整ノッチ

とが直列に接統されているものである｡この方式では粗

ノッチを調整する場合に切換の瞬間に横坑の変化が大き

く､尖頭 れることを防止出来ないため一段にほ

使周されないのが現状である｡

今回密調整用抵抗を粗調整相抵抗の各ノッチiこ順次交

互に並列に技流し､粗調 ノッチ移動に際しても抵抗変

化の尖頭部を生ずることのない並列バーニヤ式多段制御
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器を完成Lたので､その概要を述べて関係各位の御批判

を仰ぐ次第である｡

[‡Ⅰ]精密調整用多段制御器

従来考えられていた方式は第l図に示す如きもので直

列式とも称すべきものである｡同園(イ)ほ簡略説別図に

して密調整抵抗7･を粗調整抵抗屈のタップ聞の抵抗と等

しく選瑳し､これを更に符タップi･こて細分する｡この直

列式の粗調整ノッチの切換えに於ける抵抗変化ほ第l図

(ロ)に京す如く尖頭部を生ずる｡即ち抵抗最大から抵抗

を淑ずるをこほ先づ密抵抗を順次僻絡し､･吼r｣㍉日計こ相

当する値を短絡してから粗タップを樗劃すろと､粗1タ

ップに相当する抵抗変化を生ずる｡これは負荷
…流に尖

頭部を生ずることになり直列方式の避け難い欠点であつ

て､この硯象は密抵抗を最大の値まで戻す時間つゞく｡

今回 作したバーニヤ式ほ並列式
ノ＼
ベ
､㍉ノ

云もと
､その原

理を第2図(衣裳参照〕に示す｡同園(イ〕ほ簡略説明図

にして､粗抵抗βのタップ聞の抵抗を零から最大まで
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Vernier Type Multi-Step Controller

Using ParallelConncction System

に分刊調整出来るように密抵抗 7`のタップを選定

し､並列に接続する｡今艮最大から減少せLむるには先

づ密抵抗の接触腕βが描触､ついで密抵抗調整接触腕

aにて密抵抗を順次短絡Lて粗タップ間抵抗を均等に分

割制倒する｡最後にaにて尺0一尺1問を短絡す.〕その

後で接触子腕Aが接触する.〕次にβ閉路､aは最大抵

抗位置にもどって密抵抗ほ次の粗タップにそなえる｡か

くの如く粗抵抗相月接触子既にて粗抵抗1環短絡して

も尖頭負荷は生じない｡1川ち粗抵抗1段短絡(挿入のと

きも同様〕のときほすでに密抵抗短絡吊接触子腕で短絡

されているためである｡第2囲(ロ)ほ並列バーニヤ式の

抵抗感化の円滑に出 ることを示す｡

評 論

第3 図

Fig.3.

多段式制御器 MV型 KtrY式

Vernier Type Multi-Step Controller

Type MV Form KUY
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Fig･4･Connection二Diagram

Type MV Form KUY

[ⅠⅠⅠ]多段式制御器の構造及び動作説明

木器は 磯風通導 押込通風顔或ほ排尿毒護尊けこ使用せ

られる制御器てあり､その構造を第3図に示す｡竪型電
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第5 図

Fig.5.

緑園 MV型 KUY式

Simplified Connection Diagram

Of Type MV Form KUY

ControlIer

動操作式として布付場所を少くした構造で接触子にはカ

ム型を使用し 命その他を考置したものであるLつ中央部

に歯車機構を有す｡その上部には粗調 横柄を､｣F部に

は密調整儀構を其えている｡粗調整には9ノッチを有し

1_ノッチ回転する間に密 整ノッチは全廻転するように

歯車比を選定してある｡雀言甘繁ノッチは7ノッチを有し

粗の上部にほ操作回路､培の上郡にほノッチンブコンタ

クトを設けてある｡第4図ほ接葡矩引こして､誘導

の二次側抵抗音詩吊一馬 は粗ノッチ用､γ1-,一丁 は密ノ

ッチ椙である(つ なお束器は不51ヱ衡短絡であるが､この動

作を判り易くするための結線図を第5図に示す｡第5図

に於て抵抗を減少せしむるには先ず粗A接触lノ､次いで

A′接触して粗抵抗』ト｢月間に籍抵抗a～g並列に接統

される｡このときa-gは全部閉路されているからA/

接触による抵抗変化ほ起らないこ∴次ぎにa～gを順次短

絡して粗』_～β問抵抗を精密調整Lて最筏に』～A/矩

絡す｡この状態でβ接触するがすでに短絡された部分を

矩絡するのであるから抵抗変化も起らないし､火花も用

ないことになる｡更らにβ～C問の抵抗を減ずるにほ月′

接触し.て a～gを並列に入れ､前述の動作を操り返L

て行わせる｡抵抗増加にほ先づ♪､が閃くが､β′及び

a～g全部接触しているから抵抗癌化も火花も起らない｡

ついでgからa と順次閉路してガーガ間抵抗を回路に

挿入する｡次ぎに且も開いて■前述の動作をくりかえす｡

[ⅠⅤ]精密調整抵抗器の構造及び動作説明

上述と じ原理により電流ほ少いが融こ段

合には第6図に示す如く界磁抵抗講話と同

の多い場

の表面型のも

のになる｡これは調整抵抗器を内蔵した電動操作型で､

上部に大きく見える接触子は粗調 椙で､下部に僅かに

見える丸接触子は密調整用である｡貰6図に嘉したもの

では粗ノッチほ10箇より成り､1ノッチ 行中i･こ密接

第6図 ヲ括 密 調 整 =抵 抗 器

M型 R式

Fig.6.Fine Adjusting Rheostat

Type M Form R

第7図 説明 吊拝緑園 M型 R式

Fig･7･Simplified Connection Diagram

of Type M Form R Rheostat

触腕ほ1回転する構造となっている｡ ノッチほ30 て

粗密組合せて300ノッチとなる･.､動作説明の 緑園を第

7図に示す｡上ほ自称こし.て継竃器冥ほ罪磁線輪を嘉

す｡忍ほ粗調壁紙抗､γは酪粥整抵抗､Aβ共びaほ可

動接触睨､CICごか7とび且ほそれぞれ固定接触子を示す

負荷 流を増加せしむるには同園1‥‥5の順に接触腕

を移動することによって行われる､つ即ち回申1にてAβ

γ短絡､粗抵抗尺ほ最大である.っ2iこて,■閉路』の

接触が外れるが抵抗脚こほ変化がないっ 3にてAほCl

に接触し､密抵抗rほ閉路から順次揮絡されることによ

ってCl-Cコ間の抵抗を とし､粗抵抗尺を1段短

する._)吏らに4に至ってβほ接触を放れるが､電流は

』βaを通って負荷に流れその値ほ らない｡5ほ斤を

1段短絡した状態で他の接触子の関係は1と同様の接統
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第8図

Fig.8.

負 荷 電 流 変 化

Test of Load Current Variation

Of Fine Adjusting Rheostat

状態となるっ負荷電流域少には上述と連に接触腕を移動

することによって行う｡

[Ⅴ]実 験 結 果

己
･■二-
･∴….いぃOU第 精密 整抵抗器を電動操作した時の負荷

電流の変化を示すオシログラムである｡区l中Aは運転時

間､βほ負荷にかゝる 庄､Cほ負荷電流の変化を京

す｡ヱ)は粗各ノッチ毎の切換えに際して哲調整抵抗に流

れる 化で
､負荷電流の蛮化に影響を与えず円滑に

変化していることがわかる｡

[ⅤⅠ]特 長

多段式制御器の特長を列記すれば

1･小型にして多段になしノ得る｡

2･配線が少くてすむ｡

3･接触子が少くてすむ｡

4･抵抗変化に尖頭部がない｡

5･粗ノッチで抵抗変化を与えない｡即ち大

えないので綴点の火花損傷ほ起らなし▲｡

流を切換

評 論 第34巻 第10号

密ノッチは並列であるから 流容量が少くてすむ｡

ノッチの多い場合にほ一段に正確なノッチングを行

うことほ困難であるが､木方式によれば正確に各ノ

ッチの接触を保ち得る｡

密ノッチで抵抗を変化せしめるが電圧降下が少いか

ら火花も少い｡

送風機用としての使用の場合に速度制御用抵抗器は

大きくLなくてすむ｡

[ⅤⅠⅠ]結 言

木方式による制御器ほボイラ補壇制御装置の一環とし

て開発したものである｡精密なる調整を行い得て接点の

数が少く､且その開閉 も小さいので接点の損傷も少

いこと等の各種利点を有するので自動制御装置に好適な

性能を具備している｡各種の自動制御装置が要求される

時に当り､木方式による制御器の応用分野は極めて広い

ものと確信する次第である｡

構造その他の晶こついては更に改良を要する点もある

が､大方の御 助を得て改良して完全なものとしたい｡

終りiこ本制御器の完跡こ当り種々親指導を頂いた関係

上司及び 作試験に御尽力を頂いた関係各位に深甚の謝

意を表する次第である｡
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本案は

防 爆 型

磁石及び振動板を防爆構造の箱内に収めたブ

ザ一に於て､蓋の一一部又は箱の一部に防爆用挟際層体を

取付けたことを特長とするもので､この構造によれば､

ブザ●-の 気回路､特に接点に生ずる火花による二次爆

発の発生を完全に防止することができ､なお硬層体の通

気萩際は､損動阪の振動による音波に方向性を与え､籍

外部に良好に伝播させ､音響の優れた防爆型ブザーを提

供し得るものである｡
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